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合成

17Pパース歪み補正ツール 7P印刷セクション

16P部分補正ツール ( ぼかし )
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13P 調整／セレクトセクション 3P

Pro9のみ

Pro9のみ

N e w  f u n c t i o n

※本書で紹介している一部の機能です。
SILKYPIX  DSP10  &  10の主な新機能



SILKYPIXには取り込み機能が無いので OSの取り込
み機能でメモリーカードからパソコンに保存。

カメラの記録設定を RAWモードで撮影

写真を調整します。調整手順に関しては後ほどで解
説していきます。

画像の取り込み

フォルダを開く SILKYPIXはフォルダ単位で RAWデータを開きます。
RAWデータを保存したフォルダをフォルダツリーか
ら選択します。

写真のセレクト 編集する写真をセレクトします。編集したい写真が
見つかったら「ラベル」や「レーティング」を使って
目印を付けておきます。

写真の調整

調整が完了し OKだったものに現像予約マークをつけ
ておきます。これらを後から一括現像します。

現像予約

現像予約マークを付けておいたものを一括で JPEGや
TIFFとして指定したフォルダに書き出します。

調整後の RAWデータを直接プリントすることもでき
ます。プリント手順に関しては後ほど解説します。

「セクション」とは「写真のセレクト」、「写真の調整」、「印刷」に
機能を特化させた画面表示モードで用途に応じて切り替えて使用
します。Ver .9までの SILKYPIXは「調整セクション」に相当し、
新たにセレクトセクションと印刷セクションが追加されました。

現　　像

プリントセクション

写真のセレクトや調整、印刷に特化した画面表示モード
「セクション」が追加されたことでワークフローが変わりました

S e c t i o n

セ クション

調
整
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撮影

RAWデータ

S I L K Y P I X の R A W現像手順
はじめに、SILKYPIXでの作業手順を確認してください。

セクションについて
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セレクト／調整セクション

セレクトセクション

セレクトセクションは RAWデータの中に含まれる JPEGデータ※を参照することで、サムネイルや
プレビューを高速に表示し、撮影後の調整前に目的の写真を探すのに便利なモードです。
※RAWデータの中にはデジタルカメラの液晶画面に表示するために、小さなサイズの JPEG画像が内包されてい
る場合があります。セレクトセクションのサムネイルやプレビュー表示はこの内包 JPEGを表示させることで高
速に表示し、大量の写真でも選別しやすくなります。

セレクトセクションと調整セクションの使い分け

写真の絵柄 ( 内容 ) を素早く確認するのに適した表示モード

調整後の仕上がりを確認するのに適した表示モード

セレクトセクションではカメラ内で生成された JPEG画像を表示します。そのため、サムネイルやプレビュー画面
に表示されるのは、お使いのカメラで設定されたものになり、SILKYPIXの色とは異なります。例えば、カメラの
カラー設定を「モノクロ」に設定した場合は、セレクトセクションではモノクロで表示されますが、調整セクショ
ンでは SILKYPIXで設定されている色で表示されます。

カメラ設定：モノクロ セレクトセクション：モノクロ 調整セクション：調整後

BA

A

調整セクション

調整セクションは写真を調整するのに特化した表示モードで、「パラメータコントロール」が表示され
写真の調整はここで行います。調整セクションでは SILKYPIXの調整結果がサムネイルやプレビュー
画面上に反映されるため、一度調整した写真のセレクトは調整セクションで行うことをお勧めします。

B

B

写真のセレクトに便利な２つのセクションとその特徴
撮影後に必ず行う作業として重要なのが写真のセレクト (選別 )です。ここではセレクトに便利な２つ
のセクションと特徴を紹介します。

セレクトセクション

調整セクション
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S I L K Y P I X  D e v e l o p e r  S t u d i o  S e r i e s

基 本３項目＋彩度で風景写真を仕上げる

※このサンプル R A Wデータは「 h t t p : / / y o k o y a m a t a k a s h i . c o m / b o o k 」から
ダウンロードすることができます。

実  習

千葉県に住んでいると周囲を海に囲
まれていることもあり、海の写真が
多くなります。そのせいか、昔から
山や森林の写真に憧れがあります。
しかし、調べてみると千葉にも色々
渓流があることがわかりました。そ
こで新緑がきれいな時期に房総半島
の渓流を散策して歩いた時の写真で
す。新緑が美しい季節に、裸足でく
るぶし位まで水に浸かっての撮影は
とても清々しいものでした。
新緑の山間部の撮影で特に難しいの
が、ホワイトバランスです。太陽の
直接光、日陰、木洩れ日の透過光な
ど様々な色の光が一つの風景の中に
交じり合います。そのため現場では
なかなかベストな設定に追い込むの
も難しく RAW現像の出番です。

まずは写真を評価し、調整の目標を決めます。
撮影時に水の流れが白飛びしないように少し暗めの露出で撮影しました。
またカメラのオートホワイトバランスを使用しましたが、写真全体が青っ
ぽい印象です。そのため写真が暗く濁って見えます。そこで今回は基本調
整で明るく鮮やかに仕上げてみたいと思います。カメラの撮影時設定を外
してしまった場合には、この基本調整が大切です。

明るい部分の白とびに気をつけながら露出をプラス補正します。明るくな
ることで写真全体が鮮やかにな印象になります。

今回の写真のように画面の中に「太陽光」、
「日陰」、「木洩れ日」など複数のホワイト
バランスが存在していた場合でも、写真一
つに設定できるホワイトバランスは一つし
かありません。その場合、写真の中で自分
の一番見せたい部分がイメージに近いホワ
イトバランスを選ぶのがポイントです。

撮影時の状態

露出補正

水流が明るすぎて白飛びしないように。

影の部分は暗すぎて黒つぶれ気味だが、この段階では構わない。

水流が白くなるホワイトバランスを選択。

新緑を鮮やかに 色の濁りを取る 全体的に立体感を

露出補正
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S I L K Y P I X  D e v e l o p e r  S t u d i o  S e r i e s

RAW現像では妥協の無いホワイトバランスの微調整を画面を
見ながら行うことができるため、よりイメージに近い色調に
仕上げることが簡単にできます。今回は少し青味を加え渓流
の清涼感を色で表現しました。

色温度を微調整

水流が少しだけ青くなるように色温度を青い方向へ。

デジタルでは RAW現像や画像編集により、いくらでも彩度を
高く設定することができます。しかし、彩度を上げすぎると
色の濃い部分が塗りつぶされたように階調が無くなってし
まったり、不自然な仕上がりになります。そのため、できる
だけ「露出・ホワイトバランス・コントラスト」を調整し被写
体本来の鮮やかさを追求し、それでも鮮やかさが足りないと
感じた場合に隠し味程度で彩度を使うと自然な仕上がりにな
ります。

彩度調整時の注意点 ( 彩度の上げ過ぎには注意 )

コントラストを高く設定することで光と影を強調し、岩の濡
れた質感や新緑の鮮やかさをより強く表現します。SILKYPIX
の標準コントラストは比較的弱めなので風景写真などでは少
し高めに設定すると奥行も表現できて良いでしょう。

コントラストを高めに調整

濡れた岩の質感や立体感が強調される位に調整

露出・ホワイトバランス・調子の調整が終わり、その段階で鮮
やかさが足りないと感じた場合には「カラー」から彩度を高く
設定します。

彩度を高く設定し鮮やかに

鮮やかにしすぎて階調が無くならないように注意。

黒つぶれしている影の岩肌の質感が出る位まで HDRを少し高
く設定します。HDRは白飛びや黒つぶれを抑える機能です。

※HDRを不用意に高く設定しすぎ
ると影が弱くなり立体感の無い写
真になるので注意が必要です。

HDR で黒つぶれを明るく再現

暗い部分の質感がギリギリ出てくる位まで調整。
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印刷の設定は「印刷セクション」で行います

印刷の基本設定

印刷の設定方法

P r i n t i n g

印 刷

A

B

C

D

印刷形式の設定

通常の印刷か、サムネイル画面で複数の写真を選択していた場合にコンタクトシート (一覧で印刷 )
するかを選択します。その際に、余白の色や写真枠の有無の設定も行います。

A

印刷範囲の設定

用紙に対する余白の設定や画像の位置を設定することができます。
「印刷可能領域全体」ボタンを押すと、プリンタードライバーで設定された印刷範囲全体になります。
「センタリング」ボタンを押すと、印刷範囲が用紙の中心に配置されます。

「自動配置」を選択すると以下のオプションが選択できます。
■余白が少なくなるように自動回転する　→　画像と用紙の縦横を自動で合わせる
■余白が出ないようにトリミングする　　→　印刷範囲に内接させる
「任意配置」を選択すると D.の印刷プレビューをマウスで動かして指定することができます。

B

画像配置C
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印刷 (プリント ) 方法の種類

プリンター側は
色変換なしでプリント

プリンター側で色変換

プリンタードライバー印刷設定画面

SILKYPIX プリンター

SILKYPIX で色変換してプリンター
に出力

色変換なしでプリンターに出力

画像データを正しくプリントする際には、プリンターや用紙の特性に合わせた色変換の設定を行う
必要があります。大きく分けて２種類のプリント方法があります。

　　プリンターに付属の「プリンタードライバー」で色変換を行う方法と

　　SILKYPIXの「印刷設定画面」で色変換を行う方法です。

※両方で色変換の設定をしてしまうと変換の２重掛けになってしまい正しい色で印刷されません。

プリンタードライバー側で色変換を行った場合の印刷結果は、プリンターメーカーの色作りに対す
る考え方が出ます。そのため、色によっては液晶モニターに表示されたものとは多少異なる場合が
あります。しかし、それはプリンターメーカーが「好ましい」と思う色作りなので、皆様が気に入っ
た場合はこちらをお使いください。
※商業印刷などの色見本としてプリントを使う場合には、画像データに対して必ずしも正確な色再
現では無いのであまりおすすめできません。また、将来再プリントする場合に、プリンターの機種
が変わると特性が変わるので、同じ色調が出せない可能性もあります。

プリンタードライバー側で色変換して印刷する方法の特徴

A

B

A

A

B

プリンタードライバーをインストールすると同時に「プリンター
プロファイル」と呼ばれる ICCプロファイルも同時にパソコン
にインストールされます。このプリンタープロファイルを
SILKYPIXで指定してプリントする方法です。RGBデータをでき
るだけ忠実 (※)に印刷できるため液晶モニターと色が近くなり、
こだわりの色調整もできるだけ再現できます。
※液晶モニターがカラーマネージメントされている場合。

また、プリンターメーカーの純正用紙以外のメーカーの紙を使
用する場合、用紙メーカー側でその紙に合わせた ICCプロファ
イルを配布している場合もあり、用紙の選択肢も広がります。

SILKYPIX 側で色変換して印刷する方法の特徴B

プリンター機種ごとの特徴が出やすい

画像データに対して忠実な色再現 写真の色を調整した場合はこちらがおすすめ

画面に近い色で印刷するための２種類の設定方法
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S I L K Y P I X  D e v e l o p e r  S t u d i o  S e r i e s

印刷 (プリンター側で色変換 )

サブコントロールアイコン 現像設定

①カラースペース ( 色空間 ) を決める ( s R G B  /  A d o b e R G B )

②印刷設定 ( S I L K Y P I X 側 )

サブコントロールアイコンにある「現像設定」で画像の出力カラースペースを「sRGB」か
「AdobeRGB」から選択します。RAWで撮影した場合は撮影時カメラの設定が sRGBであっても、
現像時に AdobeRGBに変更する事も可能です。

「プリンター側でカラーマネージメント」を選択することで、SILKYPIX側の色変換をオフにするこ
とができます。

インターネットや事務作業などの一般的な色再現
域を持ったカラースペースです。現実にあるほと
んどの色はこの色再現域の中に含まれています。

カラースペースとは、画像データの色再現可能域
を指定するものです。

カラースペース ( 色空間 )

sRGB( エスアールジービー )

海や湖のエメラルドグリーンや鮮やかな洋服の
色、イルミネーションや花火のような光源など
sRGBよりも鮮やかな色まで再現できます。

AdobeRGB( アドビアールジービー )

sRGB か？ AdobeRGB か？

AdobeRGBの色空間で写真編集を行うためには、AdobeRGBが表示できる画像編集用液晶モニターや鮮やか
な色までプリントできるプリンターなどが必要となりますので AdobeRGB でプリントしたい方はご自身の機
器が対応しているものかどうか確認してください。

A

カラーマネージメントタブを選択
設定にあるタブから「カラーマネージメント」を選択します。

カラーマネージメント ( 色変換 )
SILKYPIX／プリンターのどちらで色変換を行うのかを決定します。ここでは「プリンター側でカラーマ
ネージメント」を選択します。

プリントカラースペース
①の現像設定で指定したカラースペース (sRGB／AdobeRGB)と同じ色空間を選択します。

A

A

B

C

プリンタードライバー側で色変換して印刷する

B

C

A
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③プリンタードライバーの設定～印刷

E P S O Nの例 ( P X - 7 V ) C a n o n の例 ( P R O - 1 0 S )

プリンターを選択します。

用紙種類
使用する用紙の種類を選択してください。

印刷品質
「きれい」や「高精細」を選択してください。

OKボタン
OKボタンを押して SILKYPIXの印刷設定画面に戻り「印
刷開始」ボタンを押すと印刷が始まります。

色補正 (EPSON)、色／濃度 (Canon)

EPSON:「EPSON基準色（sRGB）」、「AdobeRGB」のど
ちらからか、現像設定と同じものを選択してください。 機種によってはユーザー設定の中に色補正の設定があ

る場合もあります。(EPSON EP-976A3の場合 )
Canon :マニュアル調整から「設定」ボタンを押し画像
の色空間が sRGBの場合は「ドライバー補正」を選択、
AdobeRGBの場合は［ICM］（［ICCプロファイル補正］）
を選び、［マッチング方法］で［知覚的］を選択。

プリンタ設定ボタン
「プリンタ設定ボタン」を押すとプリンターの設定ウィンドウが表示されます。

プリンターの選択
プリンター名から使用するプリンターを選択します。

プロパティボタン
「プロパティボタン」を押すとプリンタードライバーの設定画面が表示されます。

A
B C

A

B

C

D

A

D

B

C

プリンタードライバーの設定画面は
機種によって若干異なる。

A

B

C

A

B

C

D
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印刷 ( S I L K Y P I X で色変換 )

サブコントロールアイコン 現像設定 出力カラースペース

①カラースペース ( 色空間 ) を決める ( s R G B  /  A d o b e R G B )

②印刷設定 ( S I L K Y P I X 側 )

サブコントロールアイコンにある「現像設定」で画像の出力カラースペースを「sRGB」か
「AdobeRGB」から選択します。

「カラーマネージメントを行う」を選択します。
(SILKYPIX側で色変換を行う設定です。)

プリンター名 プリント用紙名※

「現像パラメーターの設定に従う」を選択します。
(①で選択したカラースペース (sRGBか AdobeRGB)が採用されます。)

写真の印刷では一般的に「知覚的」か「相対的な色域を保持」が使われま
す。

使用する「プリンター名＋用紙名」のプリンタープロファイルを選択し
ます。このプリンタープロファイルはプリンタードライバーをインス
トールした時に同時にインストールされますのでお使いのプリンターが
リストされているはずです。SILKYPIXはそれを参照しています。

カラーマネージメントタブを選択
設定にあるタブから「カラーマネージメント」を選択します。

※用紙名が光沢紙＝Gや GL(Gloss )、絹目調＝SG(Semi  G loss )、マット紙＝MP(Mat te  Photo  Paper )のように
省略されて表記されている場合もあります。

カラーマネージメント ( 色変換 )

PX-7V   Photo  Cr i sp ia

カラースペースについては前項
「プリンター側で色変換」と
同じです。

B

C

D

E

作業用カラースペース

カラーマネージメント

プリントカラースペース

マッチング方法

EPSON PX-7Vで
クリスピアを使用
した場合の例

A

B

C

D

E

A

SILKYPIX側で色変換して印刷する (ICCプロファイルを使ったプリント )
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③プリンタードライバーの設定～印刷

E P S O Nの例 ( P X - 7 V ) C a n o n の例 ( P R O - 1 0 S )

用紙種類
使用する用紙の種類を選択してください。

印刷品質
「きれい」または「高精細」を選択してください。

OKボタン
OKボタンを押して SILKYPIXの印刷設定画面に戻り「印
刷開始」ボタンを押すと印刷が始まります。

色補正はオフになってますか？

色補正 (EPSON)、色／濃度 (Canon)

EPSON:オフ (色補正なし )

Canon :マニュアル調整から「設定」ボタンを押し、
「マッチング」タブの中の色補正を「なし」にします。

A

B

C

D

A

D

B

C
機種によってはユーザー設定にあります。

A

B

C

D

プリンターを選択します。

プリンタ設定ボタン
「プリンタ設定ボタン」を押すとプリンターの設定ウィンドウが表示されます。

プリンターの選択
プリンター名から使用するプリンターを選択します。

プロパティボタン
「プロパティボタン」を押すとプリンタードライバーの設定画面が表示されます。

A
B C

A

B

C
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合成の基本的な使用方法

複数の R A Wデータを合成

C o m p o s i t e

合 成編

「合成」では複数の写真を重ね合わせることで様々な効果を得ることができます。
注）同じ画像数の写真同士のみ合成することができます。

B

A

サムネイルを複数選択
表示モードを「サムネイル表示」にし、「Shi f tキー＋クリック」または
「Ctr lキー＋クリック」で合成したい写真を複数選択します。

A

選択コマを合成
「選択コマを合成」ボタンを押すと C.の「選択コマを合成」ウィンドウが表示されます。

カメラの多重露光のような効果やノイズリダクション

鮮やかさを維持した夜景向けのノイズリダクション

重なった画像の中から明るい部分を優先して合成

重なった画像の中から動いている被写体を消去

重なった画像の中から動いている被写体重ねて合成

ピントをずらして撮影した写真のピント面を合成

B

合成方法
合成の種類を選択します。

D

手持ち撮影時の位置ずれを補正する
手持ち撮影時にずれたフレーミングを自動で位置合わせします。

E

出力方式
TIFFか DNGを選択します。

F

C

D

E

F
被写界深度合成

多重露光

効　　果

多重露光 ( 夜景 )

比較明

動体除去

ストロボモーション

13



S I L K Y P I X  D e v e l o p e r  S t u d i o  S e r i e s

多重露光

複数の画像を重ねて一枚の画像に合成

多重露光合成で基本操作手順を理解する

合成後の調整

サムネイルを複数選択
表示モードを「サムネイル表示」にし、「Ctr lキー＋
クリック」で合成したい写真を複数選択します。

A

選択コマを合成
「選択コマを合成」ボタンを押すと C.の「選択コマを
合成」ウィンドウが表示されます。

B

合成方法：多重露光を選択

①２枚の写真を選択 ③合成した写真を調整

②２枚の写真を合成

合成方法から「多重露光」を選択すると D.に合成結
果がプレビューされます。

C 合成ボタン
合成ボタンを押すと合成処理が始まります。
合成結果は F.のサムネイル最後尾に追加されます。

F.の合成結果には選択した写真 (合成対象 )の調整結果は反映されません。(調整したパラメーターは無視されま
す。)そのため、合成した画像に対して写真を調整してください。

複数枚の画像を選択して合成することでカメラで多重露光したような効果を得ることができます。重なり合っ
た部分は透けるので、ガラスや水面に映りこんだような独特の雰囲気になります。この操作が合成の基本操作
で他の合成方法でも同じ手順となるので、ぜひ覚えてください。

E

A

D

A

F

B

C

E
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多重露光 (ノイズリダクション )

連写した同一のカットを多重露光合成することで高感度ノイズを減らすことが
できます。写真ごとの位置ズレを自動で合わせることで手持ち撮影も可能です。

複数枚の写真を利用したノイズリダクション

通常のノイズリダクションとの比較

※合成の基本手順は前頁「多重露光」と同一なのでそちらをご覧ください。

最近では三脚を使用できない場所も増えて来ています。その分、デジタルカメラの高感度性能も向上している
ので、ISO感度を高める事で手振れを抑えることができます。しかし、ISO感度を高めるとノイズも増えて来ま
す。多重露光のノイズリダクションでは、連写した複数枚の写真を重ね合わせることで、ランダムに発生する
高感度ノイズを減らすことができます。ここではその手順を紹介します。

手持ち撮影でブレないシャッタースピードになるまで ISO感度を高く設定
し連射します。その際できるだけ同じフレーミングになるように撮影す
るのが望ましいのですが、多少ずれてしまっても構いません。

撮影枚数は多い方がノイズリダクション効果が高くなりますが、処理
に時間がかかります。8～16枚を目安に状況に応じて増減させてくだ
さい。

１．撮影

撮影枚数は 8枚～ 16 枚 ( またはそれ以上 ) を推奨

手ブレや被写体ブレをしていると合成が上手く動作しない場合があり
ます。ブレないようシャッタースピードに気を付けてください。

この項目にチェックを付けておくと画像の中から特徴点を検出し、自動で位置を合わせてくれます。特徴
点の無い被写体 (コントラストが弱かったり、周期パターンが並んだもの )の場合は上手く動作しない場
合があります。

通常のノイズリダクションではノイズを除去すると、多少写真がぼやける副作用があります。多重露光による
ノイズリダクションではこの写真がぼやける解像度の低下をかなり抑えることができ、低 SIO感度で撮影した
ような仕上がりになります。

ISO 感度：12,800
合成枚数：16枚

赤青緑の色ノイズやざらつ
きが見られる。

ノイズは緩和されているが
少しぼやけている。

ノイズが緩和されていて、
ぼやけていない。

手ブレと被写体ブレには気を付ける

２．合成 (多重露光 )

A B

C

D

サムネイルを複数選択し合成ボタンを押します。A

合成方法から「多重露光」を選択します。B

合成ボタンを押すと処理が開始され、合成結果がサムネイルに追加されます。D

「手持ち撮影時の位置ずれを補正する」にチェックを付けます。C

全体画像 NRなし 通常のNR 多重露光によるNR
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多重露光 (夜景 )：夜景用のノイズリダクションや黒レベル、彩度を重視した合成

合成方法：多重露光を選択
合成方法から「多重露光 (夜景 )」を選択すると B.のオ
プションが選択できるようになります。

A オプション

※合成後に画像調整

黒の浮き (黒レベル )補正の強さを選択することが
できます。

B

多重露光 (ノイズリダクション )同様、夜景でもブレないシャッタースピードになるように ISO感度を高め複数
枚連射で撮影したものを合成することでノイズの少ない写真に仕上げることができます。その際、高感度時の
彩度低下や黒の浮きを抑えることができます。

B

A

比較明：重なった明るい部分を優先した合成

合成方法：比較明を選択
合成方法から「比較明」を選択します。

A

比較明合成では重なり合った画像の中から明るい部分を優先して合成を行います。代表的な使い方としては夜
空に打ちあがる花火写真で何枚か撮影し合成することで、写真一枚の中に写る花火の量を増やしたりする表現
が有名です。

A

動体除去：動いている被写体を消去する合成

合成方法：動体除去を選択
合成方法から「動体除去」を選択すると B.のオプション
が選択できるようになります。

A オプション

※合成後に画像調整

動体除去の強さを「中」と「強」から選択します。
「強」にすると動体除去の感度が高くなり、除去さ
れやすくなりますが、不自然なごみが残留しやす
くなります。結果の良いほうを選んでください。

B

動体除去では重なり合った写真の中から動いている被写体を除去します。例えば、通行人が途切れない施設や
交差点での撮影などで人物が不要な場合には複数枚撮影しておき、動いている人物のみを除去することができ
ます。

BA

S I L K Y P I X  D e v e l o p e r  S t u d i o  S e r i e s

多重露光 (夜景・比較明・動体除去 )

強風は合成の大敵・・・

室内の撮影えはあまり気にならないのですが、屋外の撮影で合成そ使用する際に苦労するのが「風」です。
例えば風で木の枝や葉っぱなどが揺れていたりすると、その周辺部が上手く重ならずに不自然な結果になって
しまう場合があります。手持ちのズレは SILKYPIX側で調整してくれますが、風などで被写体が動いていた場
合に合成を使う際には気を付けてください。
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多重露光 (ストロボモーション・被写界深度合成 )

ストロボモーション：動いている被写体を重ねて合成

合成方法：多重露光を選択
合成方法から「ストロボモーション」を選択すると B.のオプション
が選択できるようになります。

A

オプション
「合成の強さ」を選択することで動いている被写体の検出感度を調
整できます。

B

連射した複数枚の写真の中から動いている被写体を検出し、重ねて合成するモードです。多重露光やストロボ
のマルチ発光による撮影とは異なり、被写体が透けないのが特徴です。動きのある被写体のシーケンス (連続 )
写真などに向いています。

A B

被写界深度合成：ピントをずらして撮影した写真のピント面を合成

合成方法：被写界深度合成を選択
合成方法から「被写界深度合成」を選択します。

A 手持ち撮影時の位置ずれを補正
例え三脚を使用していてもカメラの操作などで位置がず
れている場合があるので念のためチェックを付けます。

B

近接撮影では、絞り込んでも被写界深度があまり深くならずにアウトフォーカスしてくる部分が出てきます。
被写界深度合成ではピント位置を変えて撮影した複数枚の写真のピント面を優先して合成することで、パン
フォーカスの写真に仕上げることができます。

三脚などでカメラを固定し、ピント位置を変えて撮影します。撮影枚数は被写体までの距離や
撮影時の F値などによって調整してください。

ピント位置

１．撮影

２．合成

A

B

合成後画像
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部分補正ツール8(パラメータ／部分補正使用例 )

フィルタ領域に対しては以下のパラメータを設定することができます。

写真の色を置換し全体
をシフトさせます。

色相

明るさを調整します。
明度

ぼかす補正領域を設定

調整前 調整後

ぼかし量を調整

カラーサークルで WB
を微調整します。

部分補正ツールにある「ぼかし」では補正領域を大口径レンズで撮影したようにぼかすことができます。

ブラシでぼかしたい
部分を塗りつぶします。

ぼかしタブにあるスライ
ダーで量を調整します。

ホワイトバランス微調整

鮮やかさを調整します。
彩度

明暗差の強弱を調整します。
コントラスト

ホワイトバランスを初
期化します。

ホワイトバランス微調整の初期化

A

B

C

D

E

F

A B

明るいレンズで撮影され
たようなボケの効果を得
ることができます。

ぼかしF

C D

E F

8

部分補正ツールで設定できるパラメータ

ぼかし使用例

F
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パース歪み補正ツール

プレビュー画面上で遠近感による歪みを指定し補正するツールです。

パース歪み補正ツール

左右の歪み 上下の歪み 上下左右の歪み 歪み補正後

アイコンをクリックするとプレビュー画面上に補正
のガイドが表示されます。歪んだ部分を指定するこ
とで上下左右の複合した歪みを補正します。

デジタルシフトでも遠近感の補正を行うことができますが、上下左右の歪みが複合した場合には、
それぞれ歪みを個別に調整する必要があり比較的複雑な操作になります。パース歪み補正では、こ
の上下左右複合の歪みをプレビュー画面上で指定することで簡単に補正することができます。

A

パース歪み補正ツール ( 水平 )

プレビュー画面で指定し、左右の歪みを補正します。
B

パース歪み補正ツール ( 垂直 )

プレビュー画面で指定し、上下の歪みを補正します。
C

パース歪み補正ツールのリセット

※この図ではガイドを見やすくするため、赤く表示しています。

補正後画像

歪み補正を初期化します。
D縦横比

補正後の縦横比を調整します。

パース歪み補正のアイコンをクリックすると
プレビュー画面上にガイドが表示されます。
ガイドの〇をマウスでドラッグして、被写体
の中で水平垂直にしたい部分に合わせます。

指定が完了したら画面上をダブルクリックすることで
歪み補正が実行されます。水平、垂直のみの補正も同
様の手順で行ってください。

E

遠近感による歪みの種類

パース歪み補正ツール

パース歪み補正ツールの使い方

A B C D

E

書類を複写した際の歪みの補正などにも

書類や絵画などを複写した際、抹消面からの撮影が困難で微妙に歪
んでしまった場合の補正などにも使用することができます。その場
合にも、デジタルシフト同様変形によってトリミングされる部分が
出てくるので、補正を前提に少し広めにフレーミングしておくと良
いでしょう。
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